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研究成果の概要（和文）：日本の大学で学ぶ外国人留学生を対象として、身ぶり、しぐさ、視線、話し方の調子
などの非言語コミュニケーションで、日本と母国の特徴、両者の違いを、PAC分析と呼ばれる方法で調査した。
PAC分析は自由連想項目(思いついた言葉）同士の類似の程度を調べて統計分析し、その構造のイメージを対象者
本人に聞く方法である。従前の研究で、人間関係のあり方の枠組み(人間関係スキーマ）と相手との望まれる話
し方(言語コミュニケ-ションスキーマ）が、文化によって規定されていることが明らかにされている。本研究に
よって、ほとんどが無意識的と考えられる非言語的対人コミュニケーションでも、文化的なスキーマの存在が明
らかにされた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to confirm the existence of cultural scheme of 
interpersonal nonverbal communication. Participants in this research were international students at 
Japanese university who were living in Japan. We made use of PAC (personal attitude construct) 
analysis. The subject was asked to associate and tell the characteristics of nonverbal communication
 in Japan. Also, the behaviors of making discomfort feeling. The subject was required to estimate 
the degree of similarity of all pairs among association items. Same procedure was done in their 
country. We used cluster analysis (Ward method). And we asked the subject to tell the image of each 
cluster. Comparisons of results among various countries revealed there are cultural schemes in 
interpersonal nonverbal communication as well as interpersonal relationship and verbal 
communication.

研究分野：臨床社会心理学

キーワード： nonverbal communication　scheme　cultural difference　PAC analysis　qualitative anlysis　inte
rsubjective　free association　single case
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１．研究開始当初の背景 
(1)本報告書の一連研究は、日本の大学で学ぶ
外国人留学生を主な対象として実施してき
た。彼ら留学生は、日本に居住し日本人と交
流することで、母国と違う人間関係づくり、
対人コミュニケーションの様式に遭遇し、違
和感、戸惑い、葛藤を感じ、不適応感さえ懐
くようになる。やがて、自身が体験したり、
友人や知人から聞いたり、本を読んだりして
獲得した、日本での対人コミュニケーション
と人間関係づくりの個々の特徴は、具体的な
体験内容を超えた抽象的な（認知的）枠組み
としての対人関係スキーマ、対人コミュニケ
ーション・スキーマへと成長して行く。スキ
ーマとは、情報処理や行動を行う際の枠組み
となるもので、通常は意識化されることなく
暗黙裡に作動するが、異文化間交流などで、
相手の様式に違いを感じたり、違和感をもっ
たりする。そこで、日本との比較を通じて、
自明、あるいは暗黙のうちに獲得されていた、
母国での対人関係スキーマや対人コミュニ
ケーション・スキーマの特徴にも気づくよう
になる。 
(2)こうした筆者の対人スキーマ研究の出発
点となるのは、「平成 13～15年度／留学生の
孤独感の個人別構造分析」において、孤立や
孤独感の背後に出身国と滞在する日本での
人間関係スキーマ（人間関係のあり方）の差
異とそれによる対立や葛藤があることに気
付いたことによる。これを受けて、「平成 16
～19 年度／留学生の異文化間対人葛藤の個
人別構造分析」に着手した。さらに、人間関
係づくりとその関係維持とに密接な関わり
を持つものとして、対人（言語）コミュニケ
ーションにもスキーマが存在することに気
付き、「平成 23～25年度／異文化間対人コミ
ュニケーションの葛藤と不適応」に取りかか
った。これらの成果に基づいて、ほとんどが
無意図的、無意識的と考えられる非言語的コ
ミュニケーションにおいても、文化的なスキ
ーマ（文化に規定された情報処理や行動の枠
組み）が存在することを推測し明らかにしよ
うとしてきたのが、本研究課題「平成 26 年
～28 年度／異文化間非言語対人コミュニケ
ーションの違和感と不適応」である。 
 
２．研究の目的 
上記のように、日本で暮らす外国人留学生
を対象として、日常生活ではほとんどが無意
図的、無意識的に作動すると考えられる非言
語的コミュニケーションにおいてさえも、出
身国である母国と滞在国の日本とでは異な
り、それぞれの国に文化的なスキーマが存在
すること、その違いによって留学生たちに違
和感や葛藤、不適応感が生じていることを明
らかにするのが本研究の目的であった。 
 
３．研究の方法 
非言語コミュニケーションに関する先行
研究では、対人距離であるとか、身体接触や

視線などのように、個別の非言語行動の文化
差が検討されてきた。スキーマについて多標
本で（多くの調査対象者を用いて）の集団平
均値で解明しようとすると、対象者の民族、
社会階層、地域、社会経済的地位、教育水準、
性別、年齢など、多くの要因が交絡して、言
語･非言語コミュニケーション・スキーマを
覆ってしまう。この問題点をクリアーするの
に有効なのが、個人別に事例研究として分析
する方法である。単一個人の事例では、個人
に関連する多くの変数を取りあげることに
なりやすいが、他方では分析対象（ここでは
非言語コミュニケーション）に関わるその個
人の関連変数だけに限定することができる。
それゆえ当該対象者１名がもつ「文化的な共
通枠組」である非言語コミュニケーション・
スキーマを析出することが容易になるとい
えよう。 
単一個人を対象として、暗黙裡の働きを左
右する潜在意識構造まで分析するのに便利
なのが、筆者内藤によって開発された PAC
（パック）分析の技法である。本研究テーマ
においても有用であることは、筆者が受給し
た「平成 16～19 年度／留学生の異文化間対
人葛藤の個人別構造分析」によって人々が暗
黙裡に獲得している文化的＜人間関係スキ
ーマ＞が、「平成 23～25年度／異文化間対人
コミュニケーションの葛藤と不適応」によっ
て＜言語コミュニケーション・スキーマ＞が、
それぞれに存在することを実証できたこと
によって窺える。本報告の研究では、上記の
ような背景を受けて、留学生の出身国や日本
の非言語対人コミュニケーション・スキーマ
を PAC 分析で析出し、それらの結果を比較
検討しようとするものである。 
筆者が本研究で利用される PAC 分析の開
発に着手したのは平成 3（1991）年で、それ
から 26 年の月日が流れている。今では、実
証技法として PAC分析を取り入れたものが、
卒業論文、修士論文だけでなく、博士論文で
も珍しくなくなってきている。利用分野は心
理学だけでなく、社会学、日本語教育、看護
学、認知科学、建築学、農学など多様である。
とくに日本語教育分野では、日本人日本語教
師を中心として、海外での研究もみられる。
筆者自身も、本報告書の「主な発表論文等」
の欄で掲載しているものも含めて海外での
発表を続けている。2014 年には、対立しが
ちな「質」と「量」の方法論を統合する国際
的な学会組織Mixed Methods International 
Research Association (MMIRA) が設立され、
同年に第 1 回目の国際大会(MMIRA 2014 
Conference)がBoston College において開催
された。この大会で筆者は ”Analyses of 
Personal Attitude Construct on the 
Difference of Scheme of Communication 
Style between Japanese and Chinese.” を
発表した。また、2016 年に横浜で開催され
た第 31回心理学国際会議では、「方法と統計
（Methodology and Statistics）」部門での招



待講演として、“ Analysis of Personal 
Attitude Construct for Diagnosing Single 
Cases Operationally, Qualitatively and 
Quantitatively.”の発表をした。PAC分析の
理論と技法が国際的に認知されてきている
ことを示すものである。 
 
４．研究成果 
本報告書は、平成 26 年度～平成 28 年度科
学研究費助成事業（学術研究助成基金助成
金）基盤研究（C）「異文化間非言語対人コミ
ュニケーションの違和感と不適応」（課題番
号 26380848）による一連の研究成果（５．主
な発表論文等、参照）の概要をまとめたもの
である。 
 本課題では、中国人、メキシコ人、ポーラ
ンド人、イラク人、インド人、スリランカ人、
ベトナム人、トルコ人を対象として検討した。
日本人の非言語コミュニケーションの一般
的な特徴としては、目を合わせず(目を合わ
せることが本心を探るのに有効とされてい
るのに)、そして何度もお辞儀するなど丁重
で謙遜した応対をして、意見よりも感情を受
容するための(首を振っての)頷きがしばし
ば見られ、また声の調子などの準言語におい
ても自己主張的ではなく、意味不明で多義的
な(肯定と否定のどちらともとれるような)
応答の仕方をする。直截な表現を避け、気遣
いをみせるが、外部から観察できる顔の表情
などの非言語行動と、心の中で考えている本
音が違っていることを感じさせる。コミュニ
ケーションでの言語においても非言語にお
いても、伝えていることが曖昧で、状況や文
脈から読み取ることが難しくて、どこまでそ
の日本人と関わったらいいのかがわからな
い。 
たとえば、メキシコ人同士では、他人の感
情に配慮せず、公的な場面では形式を配慮す
るけれども、いわゆる空気を読んで周りに合
わせることがない。また韓国人では、自己主
張的で、外観を気にせず、声の調子などで情
動や感情をあらわにし、身体接触したり、見
つめたりして相手を説得しようとするのと
対照的である。ところで、トルコ人は見る方
も見られる方も緊張するアイコンタクトを
避ける点で日本人と似ている。 
上記の一連の成果は、人間関係だけでなく、
さらにはその関係づくりや維持と密接にか
かわる言語的コミュニケーションにとどま
らず、ほとんどが無意識に遂行されるとみな
されている非言語的対人コミュニケーショ
ンにおいても、戦略的・道具的な機能を持つ
暗黙の文化的スキーマが存在することを示
すものである。 
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